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-------------------------------------------------------------------------------- 

1. データストアのスマートセクターバックアップについて 
-------------------------------------------------------------------------------- 

 

- ActiveImage Protector は、VMFS3/VMFS5 形式でフォーマットされたデータストアボリューム

のスマートセクターバックアップに対応しています。 

 

- 複数のハードディスクによって構成された、単一のデータストアの構成元となっているディスク

のバックアップは、スマートセクターバックアップの対象外となります。これらのディスクのバッ

クアップでは、フルセクターバックアップが実行されます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

2. バックアップ時の注意事項および制限事項 
-------------------------------------------------------------------------------- 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

をバックアップするには、復元環境を起動し、ハイパーバイザーデータストアを構成している各

ディスクを、［ディスク全体］によるバックアップ元の指定により、一括してバックアップする必要

があります。 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

をバックアップする際は、［イメージ作成での高度なオプション］ - ［ディスクメタデータをバック

アップする］を有効にする必要があります。 

復元環境では、上記のオプションは既定で有効となっています。このオプションを無効に変更

した場合、VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを、バックアップイメージファイル

から復元することはできません。 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成する、ディスク上のボリュームのバッ

クアップ単体を取得することはできません。 

ボリューム単位のバックアップ時は、［イメージ作成での高度なオプション］ - ［ディスクメタデ

ータをバックアップする］は常に無効となります。 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

のバックアップは、ActiveImage Protector Boot Environment、または Windows PE v3.1/4.0 

ベースの復元環境を使用する必要があります。 
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-------------------------------------------------------------------------------- 

3. 復元時の注意事項および制限事項 
-------------------------------------------------------------------------------- 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

を復元するには、復元環境を起動し、ハイパーバイザーデータストアを構成している各ディス

クのイメージファイルを、［ディスク全体を復元する］オプションにより、一括して復元する必要

があります。 

イメージファイルが、ディスク毎に存在する場合は、これらのイメージファイルを、1 つのセッシ

ョンの復元環境内ですべて復元する必要があります。 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

のバックアップイメージファイルを復元する際は、［復元の設定］ - ［高度なオプション］ - ［デ

ィスクメタデータを復元する］オプションが有効に設定されている必要があります。上記のオプ

ションは、ディスクメタデータを含むイメージファイルを復元元として選択した場合は、既定で有

効となります。 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレイ）

の復元時は、ActiveImage Protector Boot Environment、または Windows PE v3.1/4.0 ベース

の復元環境を使用する必要があります。 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

4. 異なるストレージ構成上にハイパーバイザーを復元する際の注意事項 
-------------------------------------------------------------------------------- 

 

- VMware ESX/ESXi ハイパーバイザーデータストアを構成するディスク（およびディスクアレ

イ）のバックアップイメージファイルを、バックアップ元とは異なるコンピューターハードディスク

ディスクアレイ（同一の物理ハードディスクを使用したアレイの再構成を含む）に復元すると、

ハイパーバイザーデータストアの管理に利用される複数の UUID が更新されます。 

いくつかの UUID は、復元先の環境に合わせて手動で更新、再適用される必要があります。 

 

この章では上記の更新、再適用の具体的な手順を、ハイパーバイザーのバージョンごとに記

載しています。 

 

- 下記に記載されている操作は、バックアップ時と同一のハードウェア構成、ディスク構成へ、

イメージファイルを復元した際には不要になります。 
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4-1. ESXi 4.xハイパーバイザー復元時の注意事項 
 

バックアップイメージファイルからの復元処理が完了した後に、ハイパーバイザーを起動し、

VMware vSphere Clientから上記の環境にログインすると、［インベントリ］ - <ハイパーバイザー

のホスト名> - ［構成］タブ上において、データストアが接続されていない旨のアラートが表示され

ていることが確認できます。バックアップ時にハイパーバイザーに接続されていたデータストアを、

ハイパーバイザーに再接続するには、データストアの構成に応じて、次の4-1-1および4-1-2に記

載されている操作を実行する必要があります。 

 

 

 

 

4-1-1. ハイパーバイザーのシステムディスク（起動ディスク）上の、ハイパーバイザー

のシステムボリューム以降に構成済のデータストアの復旧手順 

 

① 上記の要件にあてまはるデータストアをハイパーバイザーに再接続するに

は、”esxcfg-volume"コマンドを、ESXi のコマンドラインインターフェース（シェ

ル）上から、データストアの再署名を実行する必要があります。 

上記のデータストアを、vShpere Client 上の 'ストレージの追加' から再接続する

ことはできません。 

vShpere Client 上から再接続を試行すると、次のようなエラーが表示されます。

 



4 
 

② ESXi のコマンドラインインターフェース（シェル）にログインするには、ESXi

ハイパーバイザーの設定画面から、［Troubleshooting Mode Options］を表示し、

［Local Tech Support］もしくは［Remote Tech Support(SSH)］を有効化する必要

があります。 
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- ［Local Tech Support］を有効化すると、［Alt］＋［F1］により、シェルへのログインス

クリーンを表示することができます。このスクリーン上でハイパーバイザーの管理者

ユーザー名、パスワードを入力することで、シェルへのログイン、操作が可能になり

ます。 
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- ［Remote Tech Support(SSH)］を有効化すると、SSH クライアントを利用して、ESXi

のシェルを操作することができます。このスクリーン上でハイパーバイザーの管理

者ユーザー名、パスワードを入力することで、シェルへのログイン、操作が可能に

なります。スクリーンショットは Putty でログインした例になります。 
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③ シェルへのログインが完了した後、次のコマンドをシェル上で実行します。この

コマンドは、再署名が可能なデータストアの一覧を表示します。 

-------------------- 

# esxcfg-volume -l 

-------------------- 

次の表示例では、'/detastore2' と '/datastore1' が、再署名可能なデータストアと

してリストアップされています。ハイパーバイザーのシステムディスク（起動デ

ィスク）上の、ハイパーバイザーのシステムボリューム以降に構成済のデータス

トアは、'/datastore1' に該当します。データストアの名称は、既定では '/datastore1' 

となっていますが、変更可能であるため、構成により異なります。 
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④ 次のコマンドをシェル上で実行します。 

このコマンドは、'/datastore1' に、新しい署名を適用します。 

------------------------------- 

# esxcfg-volume -r "datastore1" 

------------------------------- 

実行が完了すると、次のスクリーンショットの状態になります。 

 

 

シェル上で次のコマンドを実行し、ハイパーバイザーを再起動します。 

--------- 

# reboot 

--------- 
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⑤ ハイパーバイザーの再起動の完了後に、VMware vSphere Client から上記の環境に

ログインすると、［インベントリ］- <ハイパーバイザーのホスト名> -［構成］タ

ブ上に、'datastore1'がマウントされていることを確認できます（データストア名

には'snap~'が prefix として付加されています。 

 

 

 

- データストア上の仮想ゲストマシンを、データストア内の .vmx ファイルのコンテキス

トメニュー - ［インベントリへの追加］により、再度インベントリへ追加すると、データ

ストア上の仮想ゲストマシンの復旧が完了します。 
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4-1-2. ハイパーバイザーのシステムディスク（起動ディスク）以降のディスク上に構成

済のデータストアの復旧手順 

 

① 上記として構成されたデータストアを再接続するには、vSphere Client を使用します。

VMware vSphere Client 上の、［インベントリ］ - <ハイパーバイザーのホスト名> -  

［構成］ - ［ストレージ］ - ［ストレージの追加］を開始します。 
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② 次のように操作を進めます。 

 

 



12 
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③ Datastore2 がハイパーバイザーに再接続され、インベントリ上の仮想ゲストマシ

ンの復旧が自動的に完了します。 

 

 

 

 

4-2. ESXi 5.xハイパーバイザー復元時の注意事項 
 

バックアップイメージファイルからの復元処理が完了した後に、ハイパーバイザーを起動し、

VMware vSphere Client から上記の環境にログインすると、［インベントリ］ - <ハイパーバイザー

のホスト名> - ［構成］タブ上において、データストアが接続されていない旨のアラートが表示され

ていることが確認できます。 

 

バックアップ時にハイパーバイザーに接続されていた各データストアを、ハイパーバイザーに再接

続するには、4-1-2と同様の操作を、vSphere Client上から実行する必要があります。 

 

 

 

4-3. ESX 4.xハイパーバイザー復元時の注意事項 
 

- VMware ESX 4.x 上のハイパーバイザー起動用ディスク（VMware VMKCORE ボリューム）お

よびデータストアディスク（VMware VMFS）のバックアップイメージファイルを復元した際には、

復元処理の完了後のハイパーバイザーの起動時に、次のスクリーンが表示され、ハイパー

バイザーのブートプロセスが中断します。 
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この現象は、データストアの UUID が変更され、データストア上に存在している ESX サービ

スコンソールのパスが起動時に参照できないために発生します。この現象を解決するには、

下記の URL（VMWare KB1012142）記載の操作により、データストアの UUID の再署名、お

よびサービスコンソールのパスが記載された設定ファイルの内容を更新する必要がありま

す。 

 

ESX fails to boot when the disk containing the datastore with esxconsole.vmdk is detected as a snapshot 

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1012142 

 

ネットジャパンでは、上記の URL に記載されている操作手順の実行を簡略化する、ディス

ク署名チェッカーを個別に提供しています。必要な際には、弊社テクニカルサポートまでお

問い合わせください。 

 

- ハイパーバイザーのシステムディスク（起動ディスク）以降のディスク上に構成済のデータス

トアを、ハイパーバイザーに再接続するには、上記のESXサービスコンソールの復旧

後、4-1-2と同様の操作を、vSphere Client上から実行する必要があります。 

http://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=1012142�
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